
 

 



開 催 の 趣 旨 
 

 国民スポーツ大会の趣旨に則り、その予選会として北信越地域の人々に広

くスポーツを普及し、スポーツ精神の高揚を図り、健康増進と体力向上を目

指し、併せて５県の親睦と交流を深めるとともに、地方のスポーツ振興及び

文化の発展に寄与することを目的とする。 

 

 

 

スポーツを行う者の心得（「日本スポーツ協会スポーツ憲章」抜粋） 

● スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。 

● 競技規則はもとより、自らの属する団体の規則を遵守し、フェアプレー

の精神を尊重する。 

● 常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。 

● アンチ・ドーピングに関する規定を遵守する。 
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あ い さ つ 

 

第 46回北信越国民スポーツ大会  会長 

公益財団法人富山県スポーツ協会 会長 

             富山県知事  新 田 八 朗 

 

 

このたび、第 46回北信越国民スポーツ大会を富山県において盛大に開催でき

ますことは、大変ありがたく、心からお礼申しあげます。 

また、北信越各県の選手・監督並びに役員の皆様には、ようこそ富山県へ

お越しくださいました。県民を代表して心から歓迎申しあげます。 

本県では、今年４月に「富山県スポーツ推進プラン」を改定し、県民一人

ひとりのウェルビーイング向上のため、それぞれの目的や好みに応じてス

ポーツに親しみ、楽しむことができる環境づくりや、本県選手が全国や世界

の檜舞台で活躍できる競技力向上のための施策を積極的に推進しています。 

こうしたなか、北信越地域最大のスポーツの祭典である本大会が開催され、各

県代表の精鋭の皆様が、郷土の誇りを胸に第 79回国民スポーツ大会「わた SHIGA

輝く国スポ」の出場権獲得をかけた熱戦が繰り広げられますことは、競技力向上

はもとより、本県のスポーツ振興を図るうえで、誠に意義深いものがあります。 

選手の皆様には、日頃の練習の成果を存分に発揮されますとともに、お互いの

交流を深められ、心に残るすばらしい大会となりますようお祈り申しあげます。 

また、県外からお越しの皆様には、このたびのご来県を機に、美しく豊かな自

然や多彩な歴史・文化、「寿司といえば、富山」と自負する新鮮な海の幸・山の

幸など、本県の魅力の数々を大いに実感していただき、「富山ファン」となって

いただければ幸いです。 

結びに、本大会の開催に力を尽くされました会場地の市町をはじめ、関係の皆

様に深く敬意を表しますとともに、大会のご成功と選手の皆様のご活躍を心か

らお祈り申しあげます。 
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祝  辞 

 

 

富山県議会議長  武 田 慎 一 

 

 
北信越地方最大のスポーツの祭典である第 46 回北信越国民スポーツ大会が、

ここ富山県において盛大に開催されるにあたり、富山県議会を代表いたしまし

て、選手・監督並びに役員の皆様方のご来県を心から歓迎申しあげます。 

本大会は、第 79回国民スポーツ大会「わた SHIGA輝く国スポ」への出場権を

かけた大会であるとともに、北信越地域のスポーツの振興と発展に大きく寄与

してきた伝統ある大会であります。選手の皆様方の競技に全力で取り組まれる

姿や熱戦の数々は、県民に大きな感動と希望を与えるものと確信しております。 

選手の皆様方におかれましては、日頃の練習の成果を遺憾なくされ、大いに

ご活躍されるとともに、各県から参加された選手・役員の皆様方と交流を深め

られ、実り多き大会となりますようご期待申しあげます。 

また、県外からお越しの皆様方には、この機会に本県が誇る美しい自然、新

鮮な食材、個性豊かな伝統文化など、多彩な魅力にふれていただき、本県に対

するご関心をお寄せいただく契機となれば幸いに存じます。 

結びに、本大会の開催にご尽力されました関係の皆様方に深く敬意を表しま

すとともに、本大会のご成功と、選手の皆様方のご健闘、そしてご来県の皆様

方のご多幸を心から祈念いたしまして、お祝いの言葉といたします。 



 

４ 

 

あ い さ つ 

 

 
富山県バレーボール協会 

会長  西 川 友 之 

 

 
第 46 回北信越国民スポーツ大会バレーボール競技に参加されます選手・スタ

ッフ・役員の皆様、ようこそ富山県にお越しくださいました。各県の厳しい予選

を勝ち抜き、さらなる研鑽を積み、鍛錬を重ねて本大会に参加されました皆様を

富山県のバレーボール関係者を代表して心から歓迎申し上げます。 

近年のバレーボール界を振り返りますと、一昨年開催されたパリオリンピック

では、復活した全日本チームの大活躍によりバレーボール人気が急速に回復しま

した。そして昨年 10月から今年の 4月まで半年間に亘って開催された SVリーグ

では、プレーヤーのボーダーレス化によって、パワフルでミラクルなバレーボー

ルを常時観戦することが出来るようになり、半年にわたるリーグ戦、それに続く

プレーオフと大いにバレーボールファンを楽しませてくれました。北信越の出身

選手、北信越に籍を置くチームも健闘し、リーグを盛り上げてくれました。 

さて、本大会は、今秋、滋賀県にて開催されます「わた SHIGA輝く国スポ 第

79回国民スポーツ大会」への出場権をかけた大変重要な大会であり、北信越各県

の代表がふるさとの誇りと威信をかけてぶつかりあう北信越最大のスポーツの

祭典であります。選手の皆様には、日ごろの練習の成果を存分に発揮され、素晴

らしい結果を得られますことを願っております。 

最後になりましたが、本大会を開催するにあたり、ご尽力賜りました関係各位

に深く感謝申し上げ、皆様方の益々のご清祥とご活躍を祈念いたしまして、ご挨

拶といたします。 



5 

 

歓迎のことば 

 

 

             富山市長  藤 井 裕 久 

 

 

このたび、第 46 回北信越国民スポーツ大会が本市において盛大に開催され、

北信越各地から多くの選手並びに関係の皆様方をお迎えできましたことは誠に

喜ばしく、富山市民を代表して心より歓迎申し上げます。 

本大会は、今年９月に滋賀県で開催される「わた SHIGA輝く国スポ（第 79回

国民スポーツ大会）」への出場権獲得を懸けた大変重要な大会であります。 

北信越各県を代表する選手が一堂に会し、高いレベルで真剣に競い合う姿は、

出場される選手のみならず、スポーツに取り組むこどもや愛好家の方にも大き

な刺激を与え、競技力の向上に寄与するものであり、本市が取り組みを進める競

技スポーツの推進につながる誠に意義深いものであると考えております。 

選手の皆様におかれましては、本大会を通して、これまでの練習の成果と自分

自身の持てる力を最大限に発揮されますとともに、選手相互の親睦を深められ

ることを期待しております。 

また、このたびのご来訪を機に、ニューヨーク・タイムズ紙の「２０２５年に

行くべき５２か所」に選ばれた、本市の美しい自然や文化、食といった多様な魅

力に十分触れていただき、本市を存分にご堪能いただければ幸いです。 

結びに、本大会の開催にご尽力されました関係の皆様方に深く敬意を表しま

すとともに、本大会のご成功と、皆様方のご健勝・ご活躍を心より祈念いたしま

して、歓迎のことばといたします。 



名誉会長 藤井　裕久

会  長 西川　友之

副会長 船木　正也 松崎　晃治 佐藤　文男 佐々木　紀　

福光　義明

顧  問 高田　重信 宮口　克志 鎌田　泰史 品川　祐一郎
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石崎  　茂 谷口  一男 高木　俊幸 岡田　正樹

米屋  慎一 野末　友枝 中村　敏幸 金井　正信

立島　　真

参  与 松本　浩明 杉谷　　要

奥村　祐年 高田　勝敏 中野　由晴 中瀬　淳哉

高木　久斗 北本　宗則 東海　愼一 塚田　三四治

竹田　秀人

委員長

副委員長 田原　　茂 廣部　嘉寛 藤澤　正文 越川　恭明

坂井　美澄 三見　洋子 石井　裕次 山口　伸宏　

深本　章文

委  員 坂林　正敏 桐渓　俊樹

田中　淳也 中島　俊昌 山崎　　智　 田鍋　明文

堀　　嘉彰 西本　一典 酒井　隆則 北原　良太

大井　和人 西出　篤史 紙井　ひとみ 有乗　正志

城倉　　淳　 根布屋　武 中村　誠一 斎藤　恭央

西澤　悦郎 小笠原　孝幸 達　　光洋 櫻井　貴志

渡辺　健（新潟） 桑原　康秀 篠原　初男 内堀　智子

島川　　均 赤間　善浩 澤　　大輔 荒井　勇二

渡辺　健（富山） 松田　　典 南塚　正光 鈴木　謙太郎

岡部　　享　 上野　利克 飯田　耕一 若井　　浩　

山口　健治 飯田　　充 神野　賢治 波塚　彰優

佐藤　真大 中川　　聡　 高地　　修 稲積　信一

茶谷　修治 大辻　　誠　 双川　　稔　 林　　　徹　

上里　隆浩 市井　政行 本川　富久雄 竹原　　昇　

竹森　敏行 松田　俊一 小川　達弥 東山　貞治

沖田　直久 森久　千鶴 紫藤　達也 上野　龍一

田中　美喜子 上山　清昭 松井　功一 平木　柳太郎

山田　　勉　

競　技　会　役　員

五十里　勘司
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競技委員長 堀　嘉彰

競技副委員長 田中　淳也 深本　章文 福田　亙

競技委員 山下　博幸 直井　一久 西川　功紘 小関　大智

審判委員長 中島　俊昌

審判副委員長 西出　篤史 足立　洋道

審判員 北條　龍司 伊藤　重範 道又　隆子 大音紙　貴史

井上　航平 関口　健 今村　紗雪 富山県内審判員

コートオフィシャル

富山国際大学付属高等学校女子バレーボール部

富山北部高等学校女子バレーボール部

富山高等学校女子バレーボール部

総務委員長 島川　均

総務副委員長 石井　裕次 吉田　知佳子

総務委員 山橋　美和

記録・報道 鈴木　謙太郎 笹木　麻衣子

救護 派遣看護師

競　技　役　員

富山工業高等学校男子バレーボール部
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期　日 令和７年７月５日（土）

時　間 ９：４５～（代表者会議終了後）

場　所 岩瀬浜海水浴場特設会場

参　加 代表者会議出席者

次第

1 役員・選手着席

2 開式通告

3 競技会開始宣言

4 競技会会長あいさつ

5 選手宣誓

6 閉式通告

7 役員・選手退場

期　日 令和７年７月６日（日）

時　間 競技終了後

場　所 岩瀬浜海水浴場特設会場

参　加 各県理事長

次第

1 役員・理事長着席

2 開式通告

3 表彰

4 閉会のあいさつ

5 閉式通告

6 役員・理事長退場

時間 電話番号

9:00

9:45

会場責任者携帯
090-1310-8387

諸 会 議 日 程

期日

令和７年７月５日(土)

【 表　　彰 】 

式　典　次　第

【 開 始 式 】

会議名

運営会議

代表者会議

場　所

岩瀬浜海水浴場
特設会場
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＊会場及び会期

　令和７年７月５日(土)から６日(日)まで（２日間）

令和７年７月５日(土) ９：４５～ 岩瀬浜海水浴場特設コート

（代表者会議終了後）

競 技 日 程

種　別 ５日(土)

Ｂ 少年女子

9:30～

試合開始

Ａ 少年男子

8:00～10:00
練習

9:45～
代表者会議

開始式

11:00～
試合開始

５日（土）の練習会場は、各種別とも本会場を使用する。練習割りは行わない。

種　別 ７月５日(土) ７月６日(日)

岩瀬浜海水浴場
ビーチバレー特設コート

〒931-8371
富山県富山市岩瀬古志町
076-421-8420

開　始　式

６日(日)

少年男子 代表者会議・開始式

リーグ戦 １･２回戦

リーグ戦

３･４回戦少年女子

競 技 会 会 場 コート
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【 少年男子 組合せ 】 会場：岩瀬浜海水浴場特設コート(Ａコート)

期日：令和７年７月５日(土) ６日(日)

 試 合 順  ７月５日(土) １･２･３･４･５　　７月６日(日) ①･②･③･④･⑤

1 2 3 4 5

1 ③ ３ ① １

2 ③ ５ ２ ⑤

3 ３ ５ ④ ②

4 ① ２ ④ ４

5 １ ⑤ ② ４

【 少年女子 組合せ 】 会場：岩瀬浜海水浴場特設コート(Ｂコート)

期日：令和７年７月５日(土) ６日(日)

 試 合 順  ７月５日(土) １･２･３･４･５　　７月６日(日) ①･②･③･④･⑤

1 2 3 4 5

1 ③ ３ ① １

2 ③ ５ ２ ⑤

3 ３ ５ ④ ②

4 ① ２ ④ ４

5 １ ⑤ ② ４

勝
数

セット
率

勝
数

セット
率富山県

順
位

得点
率石川県

得点
率

順
位

 試合時間
  ７月５日　第１試合 11:00　 第２試合 12:00　 第３試合 13:00　 第４試合 14:00　 第５試合 15:00

  ７月６日　第１試合   9:30　 第２試合 10:30　 第３試合 11:30　 第４試合 12:30　 第５試合 13:30

福井県 長野県

第46回北信越国民スポーツ大会 ビーチバレーボール競技

 試合時間
  ７月５日　第１試合 11:00　 第２試合 12:00　 第３試合 13:00　 第４試合 14:00　 第５試合 15:00

  ７月６日　第１試合   9:30　 第２試合 10:30　 第３試合 11:30　 第４試合 12:30　 第５試合 13:30

富山県 福井県 長野県 石川県 新潟県

富山県

福井県

長野県

石川県

新潟県

石川県

富山県

新潟県

新潟県

福井県

長野県
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〈少年男子の部〉

監　督 監　督

背番号 生年月日 身長 背番号 生年月日 身長

① 2008/8/22 169 ① 2008/3/10 176

2 2008/11/12 169 2 2007/11/15 172

監　督 監　督

背番号 生年月日 身長 背番号 生年月日 身長

① 2009/3/20 169 ① 2008/5/14 184

2 2008/8/30 167 2 2008/4/29 176

監　督

背番号 生年月日 身長

① 2007/11/8 180

2 2009/3/24 170

〈少年女子の部〉

監　督 監　督

背番号 生年月日 身長 背番号 生年月日 身長

① 2008/12/31 161 ① 2007/6/26 161

2 2008/10/2 170 2 2008/2/26 169

監　督 監　督

背番号 生年月日 身長 背番号 生年月日 身長

1 2007/8/8 162 ① 2008/11/6 162

② 2007/7/6 167 2 2008/7/7 170

監　督

背番号 生年月日 身長

① 2007/7/20 167

2 2008/1/22 168

新井　有一朗

富山県

北村　優羽

嘉門　里心

選手氏名

稲村　歌奈美

北野　優心

石川県

村上　宜重

選手氏名

伊藤　沙帆

選手氏名

西村　久美子 深石　圭

選手氏名

選手氏名

山岡　莉子

岩村　志保 務台　真己

福井県 新潟県

鹿野　咲々

佐藤　かなえ

監督・選手名簿《ビーチバレーボール》

富山県 長野県

山下　裕義 北村　芳徳

選手氏名

戸谷　優星

選手氏名

藤坂　心大朗

遠藤　昊明

選手氏名

羽田　知晃

長野県

小畑　真美 三島　英徳

齊藤　大珠

小西　祐輔 小林　亮平

福井県 新潟県

山竹　良治 松木　知寿

選手氏名

中村　颯志

石川県

長谷川　徹

選手氏名

中田　光星
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競技運営上の確認事項 

競技委員長 

 

１ 本大会は、２０２５年度公益財団法人日本バレーボール協会ビーチバレーボール競技規則に

よる。 

２ 競技日程については、プログラム記載のとおりとする。 

３ 競技方法については、全て３セットマッチ（ノーキャップ、第１・２セットは２１点、第３

セットは１５点）のリーグ戦・ワンボールシステムとする。 

なお、リーグ戦での順位決定方法は以下とする。 

（1） 勝点（勝２点、敗１点、棄権または没収０点） 

（2） セット率 

（3） 得点率 

（4） 直接対決の結果 

４ 競技開始時刻は、第１日目は１１時００分、第２日目は９時３０分とし、以降時刻設定で行

う。試合開始時刻はホイッスルの時刻であり、設定時刻より早くなることはない。 

（1） 全ての試合について、１０分間のマッチプロトコール後に試合開始となる。 

（2） 前の試合が次の試合の設定時刻を超えた場合は、追い込みで行う。 

（3） その場合は、コートの整備が済み次第、１０分間のマッチプロトコール後の試合開

始となる。 

（4） コートスイッチは、第１・２セットについては、両チームの合計点数が７の 倍数、

第３セットについては５の倍数にて行う。 

（5） 当日の気象条件（台風、雷雨等）により２８点１セットマッチへ変更する場合もあ

る。 

５ 本大会の使用球は、男子「モルテンＶ５Ｂ５０００」、女子「ミカサ ＢＶ５５０ＣＷＹＢ

Ｒ」を使用する。 

６ チーム構成は、監督１名、選手２名の計３名とする。 

７ 選手のユニフォームは、２０２５年度公益財団法人日本バレーボール協会ビーチバレーボー

ルユニフォーム規程に定められたものを着用すること。 

８ 競技場での練習については、以下のとおりとする。 

（1） 第１日目については、８時００分から９時４５分まで練習コートを含め使用可能と

する。ただし、９時３０分以降は第１試合のチームが試合コートを優先して使用す

ることとする。 

（2） 第２日目については、８時００分から９時１０分まで練習コートを含め使用可能と

する。ただし、８時４０分以降は第１試合のチームが試合コートを優先して使用す

ることとする。 

（3） 競技開始後は、次試合のチームが練習コートを優先してウォーミングアップ に使

用することとする。 
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審判上の確認事項 
大会審判委員長 

 

１ 競技規則 

２０２５年度公益財団法人日本バレーボール協会ビーチバレーボール競技規則による。 

 

２ タイムアウト 

各チームのセットごとのタイムアウトは１回（３０秒間）とする。 

 

３ テクニカルタイムアウト 

第１・第２セットにおいて、両チームの合計得点が２１点になった時に３０秒間のテクニカ

ルタイムアウトを適用する。 

 

４ コーチングについて 

（1） チームは、監督１人が必ずチームベンチにいなければならない。 

（2） 監督は公益財団法人日本スポーツ協会が定める資格を有する者でなければならない。 

（3） 監督はビーチバレーボール競技規則に精通し、チームキャプテンとともにチームメンバ

ーの行為や規則に責任を持つ。  

（4） ベンチ入りする監督は、次の権限を持ち、また義務を負う。 

① 監督は試合中、次の場合に限ってチームベンチにおいてチームメンバーに指示す

ることができるが、これ以外の権限は有しない。 

(ア) タイムアウト時  

(イ) テクニカルタイムアウト時 

(ウ) インターバル時（セット間） 

② チームサイドがコートスイッチにより入れ替わる際には、監督もその都度ベンチ

を移動しなければならない。監督は①の他、ラリー終了後次のサービス許可のホ

イッスルまでの間に選手に指示することができるが、コートスイッチのときを除

いて、座ったままでいなければならない。 

コートスイッチ中（立ち止まらず、歩いている間）に試合を遅延させなければ、

選手に指示を出してもよい。 

 

５ コートスイッチ 

コートスイッチは遅れることなく速やかに行わなければならない。 

（1） スコアラーズテーブル右側のベンチに座るチームはファーストレフェリー側で、左側の

ベンチに座るチームはセカンドレフェリー側でコートスイッチする。 

（2） サングラス用ワイピングタオルは、コートの両側の支柱近くネットのアンダーロープに

掛けられ、コートスイッチの側で、必要な場合にのみ遅延なく使用できる。 

 

６ ボールマークプロトコール（ＢＭＰ） 

（1） チームはボール「イン／アウト」に関して、ラリー終了時に「ＢＭＰ」の実施を要求す

る権利がある。 

（2） 両チームのどの選手も要求することができるが、選手は指で「Ｃ」の文字を示して「Ｂ

ＭＰ」を要求しなければならない。レフェリーが要求を確認したら、続いて「ラインを

指す」シグナルをファーストレフェリーに示す。選手は競技場のどの位置からでも要求

することができる。 

 

（3） 選手はラリー終了後５秒以内に「ＢＭＰ」を要求しなければならない。明らかに要求が
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遅い場合やコートスイッチ後は「ＢＭＰ」を要求することはできない。 

（4） 監督はボールマークプロトコールの要求はできない。 

（5） ファーストレフェリーが示した「ＢＭＰ」の検証結果は最終であり、異議を唱えること

はできない。 

 

７ 負傷や病気について 

ボールがインプレー中に重大な事故が起きた場合、レフェリーは直ちに試合を止めて医療

担当者がコートに入ることを許可する。ラリーはその後、やり直しとなる。選手が負傷／病気

になった場合、ラリー終了後  ただちに、医療支援を必要とするかどうかが確認される。 

（1） 出血を伴う負傷にはレフェリーにより出血が確認されるか選手からの要求に応じて最大

５分の「メディカルタイムアウト（ＭＴＯ）」が許可される。 

（2） 出血を伴わない重度の負傷/病気（外傷性負傷・非外傷性負傷・非接触負傷を含む）や、

厳しい気象条件による病気の場合、または選手がトイレを使用する場合には最大５分の

「リカバリーインターラプション（ＲＩＴ）」が許可される。 

（3） 負傷や病気が極端に重い場合には、競技会の医師は、当該選手のコートへの復帰を制止

することができる。 

 

８  猛暑対策について 

猛暑対策として、選手の健康管理を考慮し、競技委員長または審判委員長の決定により、

下記を段階的にまたは同時に適用する。 

（1） 両チームはともにセカンドレフェリー側でコートスイッチすることができ、コートスイ

ッチごとに、速やかに水分補給することができる。（ベンチに座ったり、パートナーと

会話したり、サングラスを拭いたりすること等はできない。）サングラス用ワイピング

は、ネットのアンダーロープに掛けられたタオルで行うが、コートスイッチの際はベン

チ入りしている監督が手渡してもよい。 

（2） 第１、２セット時には２１－２１のときに２回目のテクニカルタイムアウト（ＴＴＯ）

を、第３セット時には３回目のコートスイッチのときにＴＴＯを行う。 
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競技会場案内図 岩瀬浜海水浴場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般・観戦者駐車場 
第１駐車場 

 

競技エリア 

一般・観戦者駐車場 
第３駐車場 
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宿 舎 一 覧 

県名 宿舎名 所在地 電話 

長野県 

ホテルルートイン 

富山駅前 
富山市新富町 1-3-17 050-5576-7990 福井県 

新潟県 

 

会 場 最 寄 救 急 医 療 機 関 

富山市・医師会急患センター  富山市今泉北部町 2番地 76 

平日 19:00～24:00 土曜 14:00～24:00 日曜 9:00～17:30 18:30～24:00 

TEL ０７６-４２５-９９９９ 

 

富山県立中央病院  富山市西長江 2丁目 2番 78号 

TEL ０７６-４２４-１５３１ 

 

富山県済生会富山病院  富山市楠木 33番地 1 

TEL ０７６-４３７-１１１１ 

 

※受診の際は、事前に電話にて確認をお願いします。 

 

競 技 会 本 部 ・ 記 録 本 部 

岩瀬浜海水浴場特設会場 

〒931-8378 富山市岩瀬古志町 

 

会場責任者携帯         090-1310-8387（五十里） 

競技記録・報告責任者携帯  090-2033-5021（深本） 

 

大 会 本 部 

第４６回北信越国民スポーツ大会実行委員会事務局 

公益財団法人富山県スポーツ協会内 

〒939-8252 富山市秋ケ島 183 番地 

TEL：076‐461‐7138 

FAX：076‐461‐7139 

 


